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φφφ2月の執付金φφφ

悪筆書震設の第4期分です

今見のE封殺徴収主主、次のと1ヲ呼行晶;いますので

ご利用〈ださい。(IilI翌年余保致事ヰも数ザ扱い

いたLます。}
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鴻所……輿陽寺・領経センデー

市
で
は
、
与
と
共
に
激
織
す

る
ゴ
ミ
を
衛
生
柏
町
に
処
毅
す
る

た
め
、
・
中
終
的
創
刊
柑
情
的
堤
防
}
?

に
タ
り
!
ン
セ
ン
タ

i
的
強
訟

を
滋
め
て
お
号
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
幌
地
総
し
ま
し
た
の
で
、

欽
泌
総
を
議
ね
て
間
閥
均
一
日
か

ら
嫁
動
す
る
こ
と
に
な
れ
リ
ま
し

た。
こ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
絵

師
棋
は
‘
総
務
問
十
六
年
十
…
月

二
十
七
沼
に
担
制
定
A
A
を
行
な
い

本
年
一
一
一
四
月
三
十
一
日
の
総
統
を

日
ず
し
て
ヱ
古
学
を
滋
め
て
き
ま

し
た
。
ヱ
官
慣
は
、
二
ヵ
年
同
堀
付
税

率
裟
で
関
脇
協
同
出
千
万
用
内
在
職
問
や

し
発
成
し
た
も
の
で
す
。

卒
中
市
で
は
‘
今
ま
で
湾
総
物
、

不
跡
刷
物
と
も
緩
め
然
て
に
よ
る

終
惑
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
齢
期

魚
釣
に
も
い
い
と
は
い
え
ま
4

せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

!
の
操
業
に
よ
り
胃
陣
地
却
処
分

で
す
の
で
慾
炎
、
ば
い
緩
柑
市
町

公
警
は
掛
開
銀
と
い
っ
て
も
滋
静
岡

で
は
な
い
と
添
い
ま
す
。

期
間
汚
一
躍
か
ら
は
、
幾
何
却
処

分
脅
し
ま
す
の
で
、
品
市
蹴
略
的
皆

掛
慨
は
次
的
bm
…
に
ご
鋭
意
〈
だ
事

い
ま
し
て
ゴ
ミ
を
山
叫
す
よ
う
に

お
綴
い
い
た
し
ま
す
e

@
ゴ
ミ
の
紙
袋
容
器
市
刊
に
は
、

…
総
務
棄
物
(
奇
跡
純
然
)
だ
け

に
し
、
本
然
伎
の
ゴ
ミ
、
プ
ラ

ス
チ
y
ク
輔
棋
盤
寸
的
終
州
却
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
有
機
f
ス
が
発
生

さ
れ
る
ね
そ
れ
の
あ
る
後
楽
物

H
M

給
付
川
に
入
れ
な
い
で
く
だ
宰

、.
6

L
 

。
ゴ
ミ
的
容
緩
い
い
つ
い
て
は
‘

市
殺
後
的
紙
袋
を
柑
刊
同
期
し
、
口

泌
を
し
づ
か
り
と
緩
め
て
犬
者

ど
に
食
い
液
型
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

。
不
穀
物
め
ブ
ミ
は
後
楽
ど

お
り
側
部
指
摘
単
位
で
液
凝
し
て
お

号
ま
す
の
で
ご
粉
滋
く
だ
さ
い
防

ま
た
、
絞
集
日
以
外
H
M
帥
開
対

に
ゴ
ミ
を
出
事
な
い
よ
う
に
お

綴
い
い
た
し
ま
す
。

(
環
境
衛
急
課
)

市
嘗
住
宅
入
居
者
募
集

新
築
の
十
六
世
帯
分

十
市
で
は
、
次
の
と
お
号
市
営

然
滋
入
居
者
お
よ
び
一
様
、
一
一

磁
の
議
欠
入
勝
者
的
募
集
を
い

た
し
ま
す
。

。
開
閉
級
協
十
七
年
内
収
入
が
議

に
該
当
す
る
人
命

。
現
に
間
同
級
し
て
い
る
か
、
ま

た
は
問
問
援
し
よ
う
と
す
る
縁

談
(
熔
総
厳
選
を
し
て
い
な

い
が
一
事
実
上
婚
際
関
係
と
お

臨
時
何
事
僚
に
あ
る
も
の
。
そ

め
品
問
機
仏
刺
殺
を
含
む
〉
が
あ

'
A
V
-

ニレ」。

入
震
構
凧
帥
慨

。
市
内
に
住
所
が
為
り
、
な
お

か
つ
…
年
以
ト
房
件
出
し
て
い

る
人
で
茨
在
住
宅
に
期
間
っ
て

い
る
こ
と
が
紛
ら
か
で
あ
る

〕

と

窃

曲

申

し

込

み

提

出

惜

官

級

常
HU2n一Z
H
H立
日
日
投
詰
立
日
目
立

H
H
I
H
H
5詩
H
J

一
一
党
内
口
寿
二

l
一
〈
脚
部
投
省
翁
会
〉
制
刊
m
開
セ
イ
子
書
ん
一
-

一
一
か
ら
老
人
ホ
ー
ム
で
後
っ
て
く
だ
き
い
と
コ
タ
ツ
勢
プ
ト
…
一

出

。

一

一

一

一

ン

の

得

燃

が

あ

り

ま

し

た

一

一

一
一
刻
洲
滋
j

一
滋
後
磯
崎
柑
再
開
で
は
、
野
関
市
に
島
る
綴
縁
関
関
口

一
一
一
蕗
臨
場
{
護
老
人
?
ム
)
に
入
関
し
て
い
る
言
問

=
一
議
翠
安
芸
人
の
た
め
使
用
型
せ
て
い
た
ど
器
ま
す
。
一
一

一
一
一
級
関
盛
一
。
湖
北
合
一

i
十
三
|
一
一
一
寿
緩
{
絞
殺
品
販
一
…

一
一
一
一
応
潟
む
山
県

z

…一

一
二
羽
鴻
鐙
て
琵
)
さ
ん
か
ら
布
…
国
土
、
下
と
毛
布
の
寄
綴
均
一
一

一
一
一
線
泌
総
必
一
あ
ワ
ま
し
た

z

一一

一
一
一
お
が
紘
悩
…
制
加
栓
事
務
所
で
、
生
活
出
回
務
翁
め
や
か
ら
受
一
一

=

一

長

霊

童

皇

内

士

、

室

思

せ

て

い

た

だ

く

:

一

一

一
一
一
一
一
妥
墾

:
:
i

一一

…
一
扇
陀
際
一
ド
ー
ま

L
1

…一

一
一
一
括
似
州
十

A
V

ま
た
、
時
時
ん
言
募
れ
い
い
絞
殺
子
ロ

i
一タ

q

一一

一
一
読
強
盗
一

;
3
2心
身
警
用
品
の
た
め
に
世
間
級
ケ
泊

四
円
以
凶
臨

i
キ

百

績

の

待

機

が

あ

り

ま

し

た

。

一

一

一
一
議
後
事
務
所
に
お
い
て
、
幾
米
た
す
け
あ
い
巡
殺
の

4

一一

…

一

一

一

一

一
一
環
と
し
て
心
身
惨
害
児
に
災
生
委
員
の
労
金
満
期
ヒ
て
昆
布
一
一

一

一

し

、

よ

ろ

こ

ば

れ

ま

し

た

。

(

犠
H

也
事
務
開
閉
〉
一
一

昨
日
比

u
i
H
H
5
M
U
M
-
E
H
H
n
H
H
H
U
2
u
u
u
n
u
u
u
u
u
u
n
i巴

4丹からの機嫌が待たれます。{務設は機統的霊堂漆転告書量ねてお号ます。)

内M
術
紫
仲
間
宅
入
総
務
し
け
絡
み
番

。
市
営
住
宅
入
隊
総
書

。
役
相
邦
楽
的
総
本

。
総
務
凶
十
七
年
給
与
支
払
い

証
明
綴

〈持品

i
人
務
取
し
み
み
書
お

よ
び
入
務
総
議
は
管
理
線
に

刷
用
紙
が
あ
り
ま
ず
昏
〉

入
開
庸
滋
品
噌
の
方
法

。
選
考
委
員
会
が
災
後
を
簡
素

L
、
仲
間
府
知
的
滋
窮
す
る
附
脱
会

い
の
潔
い
も
の
か
ら
入
疑
者

を
決
定
し
ま
す
。

。
入
臨
時
殺
を
選
考
す
る
場
合
で

仲
間
宅
の
関
側
柄
欄
制
的
胤
判
定
め
が

た
い
も
の
に
つ
い
て
は
公
関

検
嚇
織
に
よ
り
入
総
務
を
決
定

し
ま
す
。

蜘
融
緩
un
一
万
mn4
前
後

孫
線
一
戸
数
時
ナ
六
戸

一
荊
誕
地

E
我
孫
子
市
自
党
一
一
一
一

二
番
地

規帥情説一一一
K
(
六
昼
、
間
関
・
双

鳳
施
、
一
一
一
景
、
パ
ス
、
ト

イ
レ
、
会
新
付
)

入
績
予
申

Auu昭
和
開
時
十
八
年
間
関

月
一
時

入
農
品
開
付
緩
和
白
+
八
年
一
一

月
五
日
か
ら
一
一
月
二
十

日
同
ま
で

すま
a'T

 

的権一幸議工機縄
問居入

院
内4

 

倒
閣議たaiv 

時蹴態度年ゐ恥

r
努

な
お
、
今
ま
で
の
納
期
欠
陥
泣

に
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
も
蜘
制
限

が
紛
れ
ま
し
た
の
で
‘
判
明
に
お

申
申
し
込
み
く
幻
き
い
a

そ
内
俄
一
務
相
欄
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
管
漣
緩
ま
で
お
問
問
い
合

わ
せ
く
だ
語
い
e

つ
一
瞬
山
市
営
住
駒
市
川
川
、
議
在

内
耳
家
は
あ
ワ
ま
せ
ん
が
、
内
放

さ
し
だ
い
入
居
で
事
ま
す
。
)

〈
管
理
議
}

自
U

H

H

H

a
，U
A

吋

U

1

1

 

~
~
 

H円
H

拘
門
M

Q
M
U
 

噌

aJ
持
H
H

凶
月

号

a
d
a

s

-

-

4

学

年

、
交
川
崎
組
制

J
3
血
相
-
鞘
相

昭

総

会
A

A

慌

軟

軟

麦

秋

若;韓国体を或功させよう

階
級
制
間
十
七
年
分
所
得
絞

め
確
定
申
品
開
は
、
-
一
月
十
六

日
か
ら
納
ま
り
ま
す
む

総
定
申
告
盛
留
め
閥
級
制
矧
は
、

二
月
八
穏
と
ろ
ま
で
に
お
緩

け
い
た
し
ま
す
e

営
業
所
得
や
不
動
産
所
得

の
あ
る
カ
は
、
平
自
に
淡
輪
持

を
拙
閉
ま
さ
れ
る
と
と
も
に
、

収
入
や
後
緩
め
誤
守
が
翻

な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
一
一

一
度
お
確
め
く
だ
き
い
。
一
↑

正
し
い
帥
時
点
地
申
告
骨
官
級
…
ん

が
ネ
尽
に
提
山
則
明
、
き
る
一
一

ょ
う
ご
、
機
淡
を
お
緩
い
ご

い

た

し

ま

す

三

問
問
判
明
・
綴
方
税
の
終
組
内

側
鵬
明
会
ぷ
月
+
穴

認
・
中
央
公
民
館
で

所
得
統
‘
仲
間
民
税
、
事
終

柑
棋
の
山
中
台
警
の
巻
善
方
な
ど

に
つ
い
て
え
持
+
穴
民
午
後

一
時
滋
十
分
か
ら
殺
縁
切
寸
前

中
央
公
実
践
で
、
間
一
県
・

+
市
内
共
問
内
務
凶
明
会
を
行
な
い

ま
す
。
お
送
号
し
ま
し
た
確

5人

Iq以下

1，347.999 

時以下

955，約書

蝿芝
居
間
一削

M

年
一

給
戸
¥

申
地
串
品
問
帯
留
凶
用
紙
類
を
お
持
ち

に
寄
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
臨
海
〈

だ
き
い
a

798 

今
年
か
ら
榔
間
色
・
申
告
者

ど
う
ぞ

調
同
数
山
中
執
悩
で
日
々
の
取
れ

き
を
記
綬
し
ま
す
と
経
営
状

記
一
懇
が
よ
〈
わ
か
今
、
御
明

記
一
般
構
内
発
展
、
総
営
的
合

三
理
化
に
も
役
立
ち
ま
す

一
一
一
し
、
税
金
内
総
で
も
自

…
一
一
色
申
告
に
比
べ
非
常
に

三
総
〈
な
り
ま
す
@

一
一
…
閥
唱
和
四
十
八
年
分
以

一
一
一
降
的
符
色
出
中
告
は
湘
偶
然

一
一
一
常
務
舎
を
受
け
付
け
て

{
に
お
り
ま
す
俗
あ
な
た
も

今
す
ぐ
務
色
申
告
の
手
統
き

を
事
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
a

品
中
鵠
酬
に
つ
い
て
的
ご
抑
制
談

は
、
税
務
終
的
資
色
申
告
抑
制

導
強
激
的
ほ
か
、
山
間
工
会
で

も
然
科
で
行
者
つ
ず
旬
、
お
守
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
州
問
淡

く
ど
き
い
。



i
………………蹴織機購綱同
l

i

j

仁川………………
:a

相
一
一
削
減

?
;
υ
!一
凶
縦
一
例
制
掛
川
小
川
一
樹
一
知

事
子
山
必
必
汚
込

γ下
》
手

3
3だ
阪
は
民
民
主
，
父
'H
，M必
以
外
主
主

川
総
災
前
十
金
保
険
料
の
い
約
制
刑
期
棋
の
同
様
橋
間
制
刊
が
な
い
か
ぎ
ヲ
か
‘

月
は
、
…
合
同
月
分
、
一
一
月
分
、
一
一
一
月
も
う
…
液
領
収
警
な
ど
を
潤
嗣
ペ

れ
い
分
は
二
月
来
日
ま
で
に
と
い
う
て
く
だ
き
い

制
よ
う
に
一
一
一
ヵ
月
ご
止
に
年
間
録
保
険
料
を
努
制
剤
約
め
る
こ
と

糊
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
が
描
削
倒
を
方
の
た
め
に
、
一
年

同
昨
年
町
四
月
分
か
ら
本
部
三
分
的
保
協
隅
料
を
あ
ち
か
ヒ
め
約

一
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
納
期
限
め
て
お
く
劫
制
約
制
度
が
お
守
ま

一
を
過
ぎ
ま
す
在
、
現
在
お
乎
も
す
。
曲
間
約
し
ま
す
と
割
引
き
さ

一
と
に
あ
り
ま
す
納
付
轡
で
は
納
れ
て
保
険
料
が
安
く
な
る
う
え

一
め
る
こ
と
が
で
き
な
〈
な
り
、
約
め
忘
れ
た
た
め
事
故
が
あ
っ

一
大
変
手
数
が
か
か
る
こ
と
に
な
た
と
き
に
給
付
が
う
け
ら
れ
を

一

り

ま

す

。

い

と

い

う

こ

と

が

な

〈

て

す

み

一
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
ま
す
。

↑
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
ケ
ガ
を
し
ま
た
、
所
得
が
な
〈
て
保
険

一
た
り
、
一
家
的
働
き
手
で
あ
る
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
の
た
め

一
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
り
し
た
に
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が

一
と
い
う
よ
う
な
不
滅
の
事
故
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
保
険
料
的
免

、
発
生
し
た
と
き
に
障
害
年
金
や
除
を
う
け
た
場
合
的
老
令
年
金

こ
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
る
こ
と
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
鍛

が
で
き
占
ぽ
い
と
い
う
こ
と
に
も
閥
的
年
金
額
よ
り
俄
〈
を
り
ま

び

な

号

ま

す

。

す

@

保

険

料

的

免

除

を

う

け

た

こ
の
よ
う
を
事
故
に
あ
っ
た
方
は
、
将
来
資
力
が
凶
復
し
た

あ
号
、
六
十
五
オ
に
を
つ
て
か
ら
と
き
に
、
以
前
に
免
除
を
受
け

あ
わ
て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
た
期
間
的
保
険
料
で
十
年
前
ま

報
織
に
る
い
ま
せ
礼
。
続
的
忘
れ
で
の
分
在
約
め
る
こ
と
が
で
き

時開l'・義騨戸、工事進む

〔第三緩察官草寺普認可〕

る
波
紋
制
制
緩
が
あ
号
ま
す
の
ぞ
、

滋
燃
し
て
い
た
だ
き
議
制
酬
の
館
十

年
金
受
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す。
油
開
協
関
経
同
体
構
冊
数
し
た
ま
ま
二

年
開
閉
経
滋
し
ま
す
と
、
持
品
開
に

よ
っ
て
あ
と
で
納
め
た
〈
と
も

約
め
る
こ
と
が
で
き
な
〈
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
e

な
お
、
保
険
料
の
納
付
方
法
、

総
鋭
、
免
除
、
追
約
に
つ
い
て

的
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
へ

お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
a

(
図
録
年
金
怒
)

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
行
な
わ
る

団
体
の
部
で
は
男
・
女
共
に
我
中
が
罷
勝

毎
年
行
な
っ
て
お
号
ま
す
話
相

春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
俗
、
一
晃
七

日
磁
の
申
・
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
制
は
、
あ
い
に
く
将
軍
人
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
秘
義
夜
間
関

十
七
名
で
各
議
溺
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
或
絡
は
次
の
と
お
り

守
す
.

甲
小
学
校
一
年
余
か
ら
間
四
年
生

ま
で
の
務
ご
忽
肺
常
時
出
浅
(
網
棚

花
合
同
問
小
}

甲
小
学
校
五
年
ゑ
か
ら
ム
ハ
ギ
ゑ

ま
で
mw
部
閉
ざ
位
策
調
時
森
緩

(
湖
北
合
凶
小
〉

甲
小
学
校
五
年
ゑ
か
ら
六
学
ゑ

ま
で
的
齢
女
一
俊
校
野
泳
場
ふ

(
調
開
花
会
制
問
小
〉

党主主的j私的でプレハブ校合で内幼虫担が余儀な<~れておりま L た湖北

台湾小学校は、 I曽築工事がiJ;生み新学期から入れるようになります。 1詩書事

{主現夜同校舎内東側 l二鉄筋コンクリート 3隊基盤てで惨i語教思議20袋、約書1)

教第[2惑をI曽築いた Lました。工事'ltl立、 13，420Jif'lでナ。

V
中
学
生
男
沼
口
党
議
(
我

孫
子
中
)

曹
や
学
生
女
滝
m
間
出
向
代
(
我

孫
子
中
)

V
官
閥
抗
悦
昭
珂
芦
間
関
多
尚
昆
(
成
問
問

官問)
V

一
日
紙
、
大
学
ゑ
努
伊
篠
崎
間

〈
冷
笑
学
時
間
大
〉

守
一
一
一
十
殺
以
上
め
蹴
樹
齢
別
口
札

〈
淡
裁
措
常
災
帥
革
新
附
〉

V

中
時
十
校
開
間
体
丹
綴
田
内
我
孫

子
中
中
学
校

帯
中
学
納
税
制
凶
終
的
柳
部
品
民
殺
到
悌

子
市
寸
時
十
校

〈
柏
戦
曹
関
幾
蝿
閥
会
〉

で品
伊
〈
市
民
教
室

歩
〈
市
民
教
患
を
次
円
と
お

号
行
な
い
ま
す

9

と
も
に
歩
吾
、
そ
し
て
ひ
と

つ
り

k
つ
際
分
途
内
密
で
確
か

め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
在
学
習
を

し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た

で
も
自
由
闘
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
り
ご
参
加
〈
だ
さ
い
。

鎖
倒
け
に
月
十
一
段
(
釘
)

輔
晴
品
機
構
吋
開
問
リ
ネ
耐
前
九
桝
阿
部
e

集
会
議
緩
い
災
時
晴
子
駅
総
門
川
附
間

段
下

山
打
率
先
ハ
東
核
問
樹
液
博
物
帥
開

〈
上
野
〉

市
内
終
日
印
税
双
山
閥
怒
削
除
令
官
思
米
関

占
品
織
物
納
階
級
裁
務

総
隅
概
閥
均
惨

我弟子第一小学校は本迭で;l;朽化がひどいため、主主ru:襲警の絞聖護綴毒事

分を改築してお号ます。この校舎はま主主主ニヨシタ移}ト 3浴室塞てで、後j議

教室3室と特草寺教室 3重量を設けてお号ますg

工事費t土、 3，740万fIlをま笠じてお号ますが、実滋iま2Jl21lBの予 後で

す。
l:本に付69.3銭市に入ります

入
場
料
お
よ
び
交
遜
鎌
一
各
段

負
担{

教
禅
問
餐
鈍
会
〉

職
鎌
訓
練
議
灘
間
奥

受

講

者

募

集

曲
制
裁
湘
訓
練
指
導
異
議
制
闘
申
し

込
み
精
護
者
在
世
帯
築
し
て
お
号

ま
す
の
で
、
受
端
情
品
柑
削
減
殺
は
お

申
し
込
み
〈
だ
苦
い
‘

期
間
は
原
則
と
し
て
念
日
制

に
よ

q
六
日
間
で
労
約
大
阪
が

行
な
う
一
般
的
技
師
臨
検
後
に
A
W

絡
し
た
務
ま
た
は
、
品
均
約
機
鍋
閣

に
つ
い
て
耐
常
務
総
験
十
双
年
以

k
を
ふ
刊
す
る
潟
、
資
料
お
よ
ぴ

方
法
「
戦
縁
側
訓
練
に
お
け
る
機

織
の
綴
織
と
災
慨
附
ん
を
使
紛
し
、

殺
柚
柄
、
例
制
帆
側
、
機
削
閥
的
方
法
に

よ
る
ほ
か
修
了
総
帥
酬
を
災
織
す

〈
千
機

齢
制
棚
に
つ
い
て
は
市
役
所
蹴
臨

機
綴
然
線
へ
お
問
い
合
わ
せ
〈

だ
索
、
い
a

〈
棺
臨
済
情
帽
闇
内
線
)

公
開
開
館
総
厳

皿
奴
鱗
者
募
集

崎
明
り
び
な
紬
硝
拙
寓
会

常
事
央
公
開
民
抽
踏
で

コ
絞
れ
ソ
ぴ
な
恥
縁
珊
閥
会
を
次

の
と
お
号
行
者
い
ま
す
の
で
特

認
替
は
お
織
し
込
み
く
だ
さ
い
。

制棚田
H

リ
二
月
二
ふ
と
一
段
・
一
一
ト

三
際
的
二
眠
妨

時
開
リ
ト
平
総
十
帥
吋
か
ら
午
後
一
…
一

時
ま
で

場
所
い
我
孫
子
市
中
山
背
公
災
時
繍

拙
師
側
剛
一
獄
中
サ
タ
免
措
吋
吋
山
被

り
び
な
い
め
液
晶
鳴

会
費
二
紛
紙
代
災
特
H
W六
十
五

削
門
〈
漁
民
持
参
〉

持
品
世
す
る
抽
明
日
ハ
サ
ミ
(
小
〕

級
品
刺
山
火
〉
ピ
ン
七
ツ

砂
場
機
一
ぷ
耐
ゆ
が
な
い
湯
冷

サ
タ
務
総
か
同
線
滑
官
級

発
行
セ
ヤ
臼
六
十
問
(
品
朝

刊
百
蓄
の
み
)

ゆ
し
込
み
つ
一
月
十
ベ
日
ま
で

に
榊
嘉
〈
八
二
勝
二

双
一
内
線
一
一
一
・
お
)
教

背
後
回
閥
会
社
会
教
帯
同
係

な
お
、
先
藩
四
十
名
に
て
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

s

{
教
育
委
員
会
)

歩

け

歩

け

運

動

歩
け
歩
け
運
動
的
二
月
例
会

を
次
的
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

今
聞
は
、
伊
能
忠
敬
旧
宅
か

ら
香
取
神
宮
を
訪
ね
て
と
題
し

て
関
わ
市
ま
す
。

コ
ー
ス
一
佐
原
釈
1
1
L伊
能
忠

敬
隠
宅
i
↓
忠
敬
会
館
1
1
6
香

取
締
官
|
↓
水
郷
駅
に
至
る
約

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

a時
日
二
月
十
八
日
(
日
)
午

前
九
時
四
十
分

集
合
.
我
孫
子
駅
改
札
口

持
ち
拾
い
弁
当
、
木
簡

受
通
貨
一
我
孫
子
釈
か
ら
往
復

武
百
円

を
お
、
湖
北
、
布
佼
方
緬
か

ら
参
加
す
る
方
は
、
我
孫

F
駅

発
十
時
吋
十
分
的
成
m
同
行
に
乗
車

し
て
〈
だ
さ
い

e

連
絡
先
日
八
八
局
五
五
六
八
番

中明会

{
教
帯
開
義
組
照
会
〉

お
知
ら
せ

コ
i
ナ
i

本
ズ
ミ
の
一
滞
緩
徐

二
月
十
筑
間
制
か
ら

ネ
ズ
ミ
は
液
晶
疏
仲
臨
人
鷲
般
に
わ

た
っ
て
終
油
開
ぶ
多
く
丹
後
増
慨
を

い
争
え
る
双
山
り
で
な
く
‘
食
中
線
、

み
醐
情
‘
ザ
イ
ん
崎
明
鰭
ザ
め
な
か
だ

ち
を
し
て
公
祭
滋
ゑ
ふ
に
も
多

大
な
級
官
官
を
与
え
、
副
払
た
ち
時

金
誌
を
替
し
〈
蛸
醜
幾
し
ま
す
@

そ
こ
で
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
後
惑

を
蹄
防
止
し
、
ル
沈
み
よ
い
鉱
閉
ヴ
〈

号
を
満
雄
め
る
た
め
食
品
郡
一
斉
に

次
的
ど
お
れ
ソ
ネ
ズ
ミ
総
帥
舶
を
行

な
い
ま
す
の
で
ご
協
力
〈
だ
巻

、
嶋崎泌総
n口
同
二
一
月
十
笈
詰
か
ら

十
七
uu
ま
で
の
三

u
u
間関

爽
載
前
一
時
端
リ
市
則
的
的
金
静
一
蹴
市
お

ょげ
V
A
Z
踊璃仙崎

使
湾
議
制
剛
一
家
ネ
ズ
ミ
、
ネ
ズ

ミ
コ

i
ン
s
n
U
M叫

野
ネ
ズ
ミ
、
フ
ラ

ト
!
ル

駆
除
方
法
一
家
ネ
ズ
、
、
¥
ネ
ズ

ミ
が
よ
〈
山
田
て
き
そ
う
を
訴
で

人
尽
に
つ
か
企
い
物
絵
に
ま
と

め
て
置
い
て
〈
だ
さ
い
。

野
ネ
ズ
ミ
は
、
各
防
諜
組
合

間
試
の
蜘
悶
…
…
耶
に
従
っ
て
く
だ
普
い
。

議
鎖
的
協
和
カ
仲
間
家
ネ
ズ
ミ

燃
は
各
社
会
総
絞
災
時
間
関
体
後

か
ら
腕
削
泳
ズ
ミ
刷
用
は
冬
附
削
除
総

合
後
か
ら
緩
和
叩
し
ま
す
。

袖
嶋
臨
串
療
機

①
仙
刺
殺
を
上
げ
る
た
め
…
浦
河

に
榊
悦
僻
喝
し
て
い
た
だ
島
ま
す
。

。
野
ネ
ズ
ミ
側
概
数
判
例
川
川
、
人

衡
に
犬
繁
骨
骨
密
で
す
か
ら
取

緩
い
に
は
十
分
校
怒
し
て
〈

押
何
事
い
。

品W

開
臨
跡
開
出
現
線
路
閣
の
燃
は
危
険

で
す
か
ら
二
灘
間
関
泣
い
な
ち

入
ら
な
い
で
く
だ
杏
い
e

ま
た
、
品
八
や
物
品
世
闘
は
必
ず

つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

(
蝉
斡
溌
櫨
概
爽
醐
蹄
〕

描
職
縁
者
骨
ザ
ム
械
に

知
樹
入
し
ま
し
ょ
う

緩
象
者
年
金
で
緩
和
問
問
争
中
ハ

淳
一
円
丹
一
円
討
に
す
で
に
治
人
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
安
い
方
で
，

ま
だ
奴
入
し
て
い
な
い
方
は
本

年
間
関
同
月
一
一
一
十
円
口
で
持
品
開
と
な
り

ま
す
の
で
学
設
に
幾
業
老
年
金

に
初
入
し
ま
し
ょ
、
三

相
細
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

多
農
協
に
議
え
て
あ
号
ま
す
申

し
込
み
替
に
一
定
事
壌
を
記
議

し
保
険
制
刊
を
添
え
て
お
市
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

{
血
理
察
委
員
会
)

検

森

内

容

799 

柏
保
健
所
検
査
義
務
を
再
開

柏
保
健
所
で
は
、
検
査
室
増

築
工
事
の
た
め
昨
年
十
月
か
ら

検
奈
業
務
を
休
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
一
月

二
十
二
日
か
ら
業
務
を
姶
め
て

お
り
ま
す
。

ヱ
一
争
中
は
、
地
域
仲
間
民
的
方

検
変
物
受
付
日
程

綴

!日

時

間

(

厳

守

)

布時湘明月附噛

午
前
九
時
か
ら

十
時
三
十
分
ま
で

午
前
九
時
か
ら

十
時
三
十
分
ま
で

何
市
治
水
総

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
.

検
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
検
査
釜
{
電
話
相

)
O殴

七
一

l
六
七

l
一
一
一
五
七
番
へ

{
品
情
儀
後
続
)

(2) (1) 
そ駿ク
的床リ
線検ぷ
の縫う

霊2
検惨
殺う

品
帆
術
品
車
検
殺




